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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 24年 11月 5日に公表いたしました平成 25年６月期第２四半期連結累

計期間（平成 24年７月１日～平成 24年 12月 31日）および通期（平成24年７月１日～平成 25年６月30

日）の業績予想（連結）を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、平成 25年６月期第２四半期連結累計期間および通期の業績予想は、過去最高の売上・利益を見込

んでおります。 

 

記 

 

１１１１．．．．平成平成平成平成 22225555 年年年年６６６６月期第月期第月期第月期第２２２２四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想四半期連結累計期間連結業績予想のののの修正修正修正修正（（（（平成平成平成平成 24242424 年年年年７７７７月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 24242424 年年年年 12121212 月月月月 31313131 日日日日））））    

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ A ） 6,205 360 359 263 307.38※ 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 7,257 552 587 376 109.66 

増 減 額 （ B - A ） 1,052 192 228 112 ─ 

増 減 率 （ ％ ） 17.0% 53.3% 63.5% 42.7% ─ 
前 期 実 績 
（平成 24年 6月期第２四半期） 4,719 213 219 180 213.06※ 

 

 

 

２２２２．．．．平成平成平成平成 22225555 年年年年６６６６月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想のののの修正修正修正修正（（（（平成平成平成平成 24242424 年年年年７７７７月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 22225555 年年年年６６６６月月月月 33330000 日日日日））））    

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ A ） 11,104 403 405 265 309.07※ 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 12,109 575 613 356 103.94 

増 減 額 （ B - A ） 1,004 172 208 91 ─ 

増 減 率 （ ％ ） 9.0% 42.7% 51.2% 34.7% ─ 
前 期 実 績 
（平成 24年 6月期） 10,374 319 345 215 254.80※ 

 

※１株当たり四半期純利益及び１株あたり当期純利益における前回公表予想値及び前期実績値は、株式分割（４分割）前の

数値であります。 

 

 



    

 

 

３３３３．．．．業績予想修業績予想修業績予想修業績予想修正正正正のののの理由理由理由理由    

（１） 平成 25年６月期第２四半期連結累計期間 

売上高 7,257百万円、営業利益 552百万円、経常利益 587百万円、当期純利益 376百万円と、売上利益

ともに、期首予想及び平成 24年 11月 5日公表の業績予想修正額を大幅に上回る見込みです。 

これらは主に当社の基幹事業であるコミュニケーション事業と SP･MD事業が、平成 25年６月期第２四半

期連結累計期間において増収増益を見込むものによります。両事業が好調である具体的な要因は以下の通

りです。 

コミュニケーション事業においては、ファミリーマートと初音ミクのコラボキャンペーンといった全国

大型販促案件の対予算規模拡大、インターネット領域において昨今高まるクライアントニーズを受けソー

シャルメディアを活用したマーケティング支援案件の増加による売上増大とともに、新規事業の戦略立案

領域におけるコンサルティングなど利益率の高い大型案件に注力しました。 

SP･MD 事業においては、頻繁に CMで放映されるような外食･情報通信･自動車等業界の各種大型キャンペ

ーンにおけるプレミアムアイテムの受注規模が拡大し大幅に売上増大。MD領域では収益性向上を目指しク

ライアントとの直取引を強化しており、連結子会社である WIST INTERNATIONAL LIMITEDグループの製造体

制強化とともに、幅広いニーズへの対応に成功した結果、大手玩具メーカーからの OEM受託が順調に伸長

しました。 

 

（２） 通期 

市場環境においては、国内景気停滞を背景に企業の広告宣伝活動への投資は依然として慎重ではありま

したが、当社グループはその中でも景気回復を待つのではなく上述のコミュニケーション事業や SP･MD事

業といったクライアントへのマーケティング支援を行う「受託型ビジネス」においても戦略的な営業活動

を行うことで成果をあげ、基幹事業として収益基盤を成長させて参りました。さらにそのノウハウを活か

し bills事業のように新規事業を開発し自ら実行権を持ちビジネスを展開する「創造型ビジネス」を積極

的に展開することで中期的な飛躍を目指しております。 

通期計画においては「受託型ビジネス」領域での案件受託を保守的に見ながらも、平成 25年６月期第２

四半期連結累計期間の予想を踏まえて増収増益を見込んでおります。この計画には当社グループの成長戦

略の柱である「創造型ビジネス」の一つとして今春ハワイ州ワイキキに開店予定のレストラン「bills」や

その他新規事業など、成長を続ける中においても一層の挑戦を行い、さらなる進化に向けた先行投資とし

ての費用増額を鑑みております。その他、業績計画を上回ることによる社員への業績インセンティブ賞与

の増加を見込んだ計画となります。 

 

 

 

以上 

    

 

 

本件本件本件本件にににに関関関関するおするおするおするお問合問合問合問合せせせせ先先先先    
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